
 

 

■耐震等級3        ■劣化対策等級3  
■維持管理等級3      ■温熱環境等級4 
■意匠設計からプレカット設計のデータ連動による生産性の向上 
■構造材の標準化による資材のコスト削減 

長期に渡り管理しやすく劣化しにくい住宅で、地震や火災などにも強く、断熱性能を上げて快適

な住宅を提供するために、仕様を標準化することにより現場の施工効率を上げ品質を保ち、コスト

を抑え合理化を図るものである。 

ナチュレーコⅡ 

第１章  システムの基本的な考え方

第２章  システムの概要 

システムの名称： 

認定番号 (株)出水リフォームＦａｃｔｏｒｙ

２．１ 構法概要 

①基礎：べた基礎 

②土台：加圧防腐・防蟻処理／桧／桧集成材 120㎜×120㎜を用いる。 

③床下換気：基礎パッキン 

④外壁通気構造 

⑤省令準耐火構造 

 

 

２．２ 構造計画上の仕様 

①柱 材：桧／桧集成材 120㎜×120㎜を用いる。通し柱には欠損を考慮し金物仕口とする 

横架材：製材、構造用集成材 

②耐力壁：novopanSTPⅡ／構造用合板（厚9㎜以上）等の面材、筋かい120×45 

③床構造：厚床合板(根太レス)とする。 
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第４章  維持管理について 

第３章  供給体制について 

４．１ 維持管理補修サービス  

定期点検の実施（標準的な対応）  

点検：2年・5年・10年に無償点検を実施する。2年以内の点検は、顧客の要請により行

う。11年目以降は、5年毎に35年目まで有償点検を実施する。 

４．２ 保全計画書 

維持保全計画（標準的な対応）  

35年維持保全計画書を基に通常のアフターサービスの他、長期保守点検計画を作成し、

顧客への保全計画のアドバイスなど、サポートを行う。  

４．３ その他 

(１)保証体制：自社保証  

(２)保険機関：住宅保証機構（株）などの指定住宅瑕疵担保責任保険法人  

２．３ 構造計画 

①平面モジュール：1Ｐ＝1000mm 

②構造ユニット：ユニットは5Ｐ×5Ｐ以下を標準とする。 

③耐力壁の構成：耐力壁長さは1Ｐ以上、外周壁は面材耐力壁及び筋かいとする。内壁間仕切壁は筋

かいとする。準耐力壁は設けない。 

④ARCHITREND ZERO Ver4を用いた構造設計により安全確認を行う 

①自社の提案シートを元にエンドユーザーに最適の提案を行い契約を結ぶ。 

②出水建設より意匠設計事務所に確認申請を依頼する。 

③意匠設計事務所と(株)タカキにてCADデータの連携システムが構築されている為に迅速的に構造計

算、温熱計算の結果がでる。 

④長期優良住宅の申請を(株)タカキにて行う。 

 プレカット会社による構造計算は現場の納まりを熟知し数多くの物件を対応している為、現場でト

ラブルがなくスムーズに進む。 

⑤申請が終わると出水建設と(株)タカキにて配送システムが組まれ屋内保管された材料を必要な時

に必要な分だけ細かく配送されて現場が綺麗で余計な材料もない為、効率よく現場を進める事がで

きる。これは着工前から引き渡しまで全て配送システムにて行う。 

⑥出水建設にて工程管理を行い、仕様確認、現場監理を自社オリジナルのチェックシート活用し品質

を保っている。また、(株)タカキにて専門的な分野の事は研修会/勉強会などで現場監督の知識向

上をはかりどの監督でも同じ監理ができる体制を構築しています。 

⑦アフターメンテナンスは自社オリジナルの保守計画書にて管理し決められた時期にチェックシー

トを元にチェックを行い住宅の維持保全/修繕を35年以上行う。  
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